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 第７エリア（苫小牧東中・苫小牧東小・若草小）では、目指す子供像である「気付き、考え、主

体的に学ぶ児童生徒」にせまるために、小中教員協働による学習指導案の検討・作成を行っていま

す。検討した内容を、校内研修における公開授業や中学校から小学校への乗り入れ授業に生かすな

ど、実効性のある取組となっています。 

 

 

【小中教員協働の学習指導案検討を踏まえた授業改善】 

 

小中教員協働の学習指導案検討を踏まえた授業改善と乗り入れ授業 
 

取組の内容 

中学校２年生数学科の学習指導案検討

を小中教員協働で行いました。苫小牧東

中学校の研修の柱である「課題解決の見

通し」、「交流の形態と目的」、「教材の示し

方」の３つの視点で協議を行いました。 

小中教員協働の検討を踏まえた改善点

を赤字、校内の検討を踏まえた改善点を

青字で記載しています。学習指導案検討

の成果が、視覚的にわかる取組です。 

 

小学校の先生から、算数科に苦手意識

をもっていた生徒が多いという意見が出

され、教材の示し方について協議しまし

た。どの生徒もスムーズに取り組めるよ

うに難易度を示すことが効果的ではない

かという意見を踏まえ、「易・普・難」の

３段階で難易度を示しました。授業では、

数学科に苦手意識をもっている生徒も主

体的に取り組むことができており、本時

の目標達成につながりました。 
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【小中教員協働の学習指導案検討を踏まえた乗り入れ授業】 

小中教員協働の学習指導案検討を踏ま

え、苫小牧東小学校５年生の参観日に苫

小牧東中学校の芹川教諭がＴ１、苫小牧

東小学校の松井教諭がＴ２として体育科

の授業を行いました。乗り入れ授業の様

子を保護者に見てもらうことで、小中連

携に関する理解を深め、学校との協力関

係を構築する効果が期待できます。 


